


2

　
玉
川
村
の
表
彰
条
例
に
も
と

づ
き
、
自
治
振
興
と
村
政
伸
展

に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
等
を

た
た
え
る
表
彰
式
が
11
月
３
日
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。�

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
功
労

表
彰
４
名
、
感
謝
状
贈
呈
３
名

の
計
７
名
で
し
た
。�

　
式
で
は
、
石
森
春
男
村
長
が

｢

日
夜
の
献
身
的
な
活
躍
と
、

多
大
な
貢
献
に
敬
意
と
感
謝
を

表
し
た
い｣

と
式
辞
を
述
べ
、

受
章
者
一
人
一
人
に
賞
状
が
手

渡
さ
れ
た
後
、
矢
部
玄
信
村
議

会
議
長
の
祝
辞
に
続
い
て
、
受

章
者
を
代
表
し
車
田
次
夫
さ
ん

（
小
高
）
が｢
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
が
、
私
共
も
よ

り
一
層
村
政
伸
展
に
微
力
を
尽

く
し
た
い｣

と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。�

　
受
章
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
敬
称
省
略
。（
　
）
は
地
区

名
、
写
真
下
は
事
績
】�

平　成�
19年度�

自治功労表彰を受ける前村長の車田次夫さん�

功
労
表
彰�

感
謝
状
贈
呈�

車 

田 

次 

夫 

（
小
高
）�

【功労】・村長（5期20年）・村監査委員（8年6ヶ月在職）�
　　　・村議会議員（6年11ヶ月在職）�
　　　・村農業委員会長（12年在職）�
【感謝状】住民福祉及び人づくり事業に２００万円を寄付。�

功
労
表
彰�

関 

根 

　
正 

（
北
須
釜
）�

・村議会議員（現職。11年在職）�
・村農業委員（3年在職）�

功
労
表
彰�

三 

瓶 

　
力 

（
川
辺
）�

・村議会議員（現職。11年在職）�
・村農業委員（現会長。4年8ヶ月在職）�

功
労
表
彰�

小 

針 

　
武 

（
小
高
）�

・村議会議員（現職。11年在職）�
・村農業委員（3年在職）�

感
謝
状
贈
呈�

株
式
会
社
ユ
キ
ザ
ワ�

玉
川
農
場 

（
山
小
屋
）�

　平成12年から7年間、『村花いっぱい運動』
の植栽用として堆肥（408トン：2トンダンプ
204台分相当）を寄贈。�

感
謝
状
贈
呈�

大 

野 

ヨ 

シ 

（
南
須
釜
）�

助産師：昭和16年から36年まで東京で勤務後、
　　　　昭和47年まで自宅にて開業。�
　　　　平成2年からは村乳幼児健診補助に従事。�

岡本恵史取締役農場長�岡本恵史取締役農場長�

咲き誇る白や黄色の大輪『菊花展』�咲き誇る白や黄色の大輪『菊花展』�

泉中学校『いずみ祭』の合唱コンクール�泉中学校『いずみ祭』の合唱コンクール�

熟練の技『老人作品展』コーナー。野菜も展示即売�熟練の技『老人作品展』コーナー。野菜も展示即売�初芝居で見事な演技を披露『語り部』の発表会�初芝居で見事な演技を披露『語り部』の発表会�

須釜中学校『舘山祭』の弁論大会�須釜中学校『舘山祭』の弁論大会�

大作・秀作で来場者を魅了した『絵画展』コーナー�大作・秀作で来場者を魅了した『絵画展』コーナー�

諸流派の個性華やかに『生け花展』コーナー�諸流派の個性華やかに『生け花展』コーナー�文化祭のフィナーレを飾った『玉川村芸能発表会』�文化祭のフィナーレを飾った『玉川村芸能発表会』�

各小中学校から約270点展示『児童・生徒作品展』�各小中学校から約270点展示『児童・生徒作品展』�

3

　“村民の創作文化と芸術の祭典”玉川村民文化祭が
10月20日から11月11日にわたり、たまかわ文化体
育館を主会場に開催されました。�
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第
１
回
阿
武
隈
川
カ
ヌ
ー
駅
伝
大

会
が
、
９
月
29
・
30
の
両
日
、
福
島

市
か
ら
宮
城
県
亘
理
町
に
か
け
て
の

阿
武
隈
川
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、

本
村
か
ら
玉
川
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
（
車

田
幸
司
会
長
。
会
員
23
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
福
島
県
と
宮
城
県

の
阿
武
隈
川
沿
い
の
市
町
村
で
構
成

す
る
阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員

会
（
委
員
長
　
瀬
戸
福
島
市
長
）
が

主
催
し
、
国
土
交
通
省
仙
台
、
福
島

両
河
川
国
道
事
務
所
な
ど
の
後
援
に

よ
り
、
上
流
域
と
下
流
域
住
民
の
交

流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
で
は
、
西
郷
村
奥
甲
子
の
阿

武
隈
川
源
流
部
か
ら
採
取
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
　
た
す
き
　
代
り

に
、
福
島
市
渡
利
の
『
水
辺
の
楽
校
』

を
ス
タ
ー
ト
、
８
区
間
を
リ
レ
ー
し

阿
武
隈
川
河
口
部
と
な
る
宮
城
県
亘

理
町
『
亘
理
船
着
場
』
の
ゴ
ー
ル
ま

で
約
75
キ
ロ
の
川
下
り
レ
ー
ス
で
、

出
場
16
チ
ー
ム
（
福
島
・
宮
城
両
県

沿
川
市
町
村
の
13
チ
ー
ム
と
国
土
交

通
省
関
係
の
３
チ
ー
ム
）
132
名
が
、

水
と
闘
い
な
が
ら
の
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト

を
繰
り
広
げ
、
玉
川
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ

は
悪
戦
苦
闘
の
末
、
見
事
完
漕
し
、

総
合
順
位
で
11
位
（
時
間
８
時
間
50

分
）
で
し
た
。
　
　
　
　�

　
表
彰
式
で
は
、
今
大
会
唯
一
の
手

造
り
木
製
（
間
伐
材
使
用
）
カ
ヌ
ー

で
挑
戦
し
た
玉
川
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
に
、

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
南

哲
行
河
川
部
長
よ
り
特
別
賞
と
し
て

木
製
パ
ド
ル（
櫂
）
が
贈
ら
れ
、
盛

ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。�

　
主
な
成
績
（
総
合
順
位
）
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

　
▼
一
位
＝
二
本
松
市
　
安
達
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ズ
（
７
　
22
）
▼
二
位
＝
宮

城
県
柴
田
町
　
チ
ー
ム
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ

Т
Ａ
（
７
　
28
）
▼
三
位
＝
本
宮
市

　
買
い
ま
し
た
カ
ヌ
ー
（
７
　
50
）�

特別賞のパドルを手に玉川カヌークラブのメンバー�

※村内の小学3年生以上であれば、随時入団可能です。�

手造り木製カヌーで参加し注目を集めたゼッケンナンバー２の玉川村チーム�手造り木製カヌーで参加し注目を集めたゼッケンナンバー２の玉川村チーム�

伝統の『若鷲旗』と優勝メダルが贈られました�伝統の『若鷲旗』と優勝メダルが贈られました�

玉川スポ少初優勝!!
　第22回若鷲旗争奪『石川の甲子園大会』が、10
月14日に石川町民グラウンドで開催され、玉川村
ソフトボールスポーツ少年団（佐藤豊勝団長）が
決勝戦で前年度優勝チーム（古殿・松川）を逆転
で下し、見事初優勝。選手らは応援の保護者と共
に勝利を喜び合っていました。�

広報たまかわ　平成19年11月�

5

平
和
で
住
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
石
川
地
方
め
ざ
し�

石
川
地
方
住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」
大
会�

良
い
歯
の
子
ど
も
た
ち�

佐久間  日葵ちゃん�
（純一:竜崎）�

矢吹  拓哉くん�
（将徳:吉）�

草野  栞那ちゃん�
（正則:北須釜）�

稲本  芽生ちゃん�
（重徳:蒜生）�

小林  瑠花ちゃん�
（裕也:竜崎）�

森　  隆来くん�
（隆義:吉）�

須藤  香澄ちゃん�
（竹利:川辺）�

渡邉  紗和ちゃん�
（利幸:蒜生）�

大野  航聖くん�
（浩:南須釜）�

大竹  巨晃くん�
（克幸:竜崎）�

神村  咲良ちゃん�
（崇:小高）�

　
今
年
度
３
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
、
10
月
26
日（
金
）
に
玉
川
村

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結
果
、
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
11
名
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

　
　
　
　
【
順
不
同
。
（
　
）
は
保
護
者
と
地
区
名
　
敬
称
省
略
】�

　
10
月
10
日
、
第
４
回
石
川
地
方

住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」

大
会
が
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
い
わ
き
石
川
青

年
会
議
所
、
石
川
地
区
防
犯
協
会

連
合
会
、
石
川
警
察
署
な
ど
が
主

催
し
、
石
川
郡
内
か
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
来
賓
祝
辞
に
続
き
、

防
犯
川
柳
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
者
の
表
彰
や
、
二
本
松
市
の
真

行
寺
住
職
と
石
川
警
察
署
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
最
後
に
石
川

地
方
地
域
安
全
宣
言
が
全
員
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
村
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
省
略
〕�

【
俳
句
の
部
】�

▼
優
秀
賞
＝
小
林
ハ
ツ
ヨ
（
竜
崎
）�

　
　
　
　
　
竹
林
　
　
仁
（
川
辺
）�

　
　
　
　
　
曲
山
喜
代
子
（
蒜
生
）�

▼
佳
　
作
＝
竹
林
　
　
仁
（
川
辺
）�

　
　
　
　
　
眞
弓
　
政
典
（
蒜
生
）�

【
川
柳
の
部
】�

▼
最
優
秀
賞
＝
眞
弓
政
典
（
蒜
生
）�

▼
優
秀
賞
　
＝
真
弓
幸
子
（
蒜
生
）�

　
　
　
　
　
猪
原
只
光（
南
須
釜
）�

▼
佳
　
作
＝
曲
山
喜
代
子（
蒜
生
）�

　
　
　
　
　
角
田
　
　
照
（
中
）�

俳句の部代表で受賞する曲山さん�俳句の部代表で受賞する曲山さん� 最優秀賞受賞の眞弓政典さん最優秀賞受賞の眞弓政典さん�最優秀賞受賞の眞弓政典さん�



4

　
第
１
回
阿
武
隈
川
カ
ヌ
ー
駅
伝
大

会
が
、
９
月
29
・
30
の
両
日
、
福
島

市
か
ら
宮
城
県
亘
理
町
に
か
け
て
の

阿
武
隈
川
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、

本
村
か
ら
玉
川
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
（
車

田
幸
司
会
長
。
会
員
23
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
福
島
県
と
宮
城
県

の
阿
武
隈
川
沿
い
の
市
町
村
で
構
成

す
る
阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員

会
（
委
員
長
　
瀬
戸
福
島
市
長
）
が

主
催
し
、
国
土
交
通
省
仙
台
、
福
島

両
河
川
国
道
事
務
所
な
ど
の
後
援
に

よ
り
、
上
流
域
と
下
流
域
住
民
の
交

流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
で
は
、
西
郷
村
奥
甲
子
の
阿

武
隈
川
源
流
部
か
ら
採
取
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
　
た
す
き
　
代
り

に
、
福
島
市
渡
利
の
『
水
辺
の
楽
校
』

を
ス
タ
ー
ト
、
８
区
間
を
リ
レ
ー
し

阿
武
隈
川
河
口
部
と
な
る
宮
城
県
亘

理
町
『
亘
理
船
着
場
』
の
ゴ
ー
ル
ま

で
約
75
キ
ロ
の
川
下
り
レ
ー
ス
で
、

出
場
16
チ
ー
ム
（
福
島
・
宮
城
両
県

沿
川
市
町
村
の
13
チ
ー
ム
と
国
土
交

通
省
関
係
の
３
チ
ー
ム
）
132
名
が
、

水
と
闘
い
な
が
ら
の
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト

を
繰
り
広
げ
、
玉
川
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ

は
悪
戦
苦
闘
の
末
、
見
事
完
漕
し
、

総
合
順
位
で
11
位
（
時
間
８
時
間
50

分
）
で
し
た
。
　
　
　
　�

　
表
彰
式
で
は
、
今
大
会
唯
一
の
手

造
り
木
製
（
間
伐
材
使
用
）
カ
ヌ
ー

で
挑
戦
し
た
玉
川
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
に
、

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
南

哲
行
河
川
部
長
よ
り
特
別
賞
と
し
て

木
製
パ
ド
ル（
櫂
）
が
贈
ら
れ
、
盛

ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。�

　
主
な
成
績
（
総
合
順
位
）
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

　
▼
一
位
＝
二
本
松
市
　
安
達
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ズ
（
７
　
22
）
▼
二
位
＝
宮

城
県
柴
田
町
　
チ
ー
ム
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ

Т
Ａ
（
７
　
28
）
▼
三
位
＝
本
宮
市

　
買
い
ま
し
た
カ
ヌ
ー
（
７
　
50
）�

特別賞のパドルを手に玉川カヌークラブのメンバー�

※村内の小学3年生以上であれば、随時入団可能です。�

手造り木製カヌーで参加し注目を集めたゼッケンナンバー２の玉川村チーム�手造り木製カヌーで参加し注目を集めたゼッケンナンバー２の玉川村チーム�

伝統の『若鷲旗』と優勝メダルが贈られました�伝統の『若鷲旗』と優勝メダルが贈られました�

玉川スポ少初優勝!!
　第22回若鷲旗争奪『石川の甲子園大会』が、10
月14日に石川町民グラウンドで開催され、玉川村
ソフトボールスポーツ少年団（佐藤豊勝団長）が
決勝戦で前年度優勝チーム（古殿・松川）を逆転
で下し、見事初優勝。選手らは応援の保護者と共
に勝利を喜び合っていました。�

広報たまかわ　平成19年11月�

5

平
和
で
住
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
石
川
地
方
め
ざ
し�

石
川
地
方
住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」
大
会�

良
い
歯
の
子
ど
も
た
ち�

佐久間  日葵ちゃん�
（純一:竜崎）�

矢吹  拓哉くん�
（将徳:吉）�

草野  栞那ちゃん�
（正則:北須釜）�

稲本  芽生ちゃん�
（重徳:蒜生）�

小林  瑠花ちゃん�
（裕也:竜崎）�

森　  隆来くん�
（隆義:吉）�

須藤  香澄ちゃん�
（竹利:川辺）�

渡邉  紗和ちゃん�
（利幸:蒜生）�

大野  航聖くん�
（浩:南須釜）�

大竹  巨晃くん�
（克幸:竜崎）�

神村  咲良ちゃん�
（崇:小高）�

　
今
年
度
３
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
、
10
月
26
日（
金
）
に
玉
川
村

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結
果
、
虫
歯
が
一
本
も
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
11
名
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

　
　
　
　
【
順
不
同
。
（
　
）
は
保
護
者
と
地
区
名
　
敬
称
省
略
】�

　
10
月
10
日
、
第
４
回
石
川
地
方

住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」

大
会
が
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
い
わ
き
石
川
青

年
会
議
所
、
石
川
地
区
防
犯
協
会

連
合
会
、
石
川
警
察
署
な
ど
が
主

催
し
、
石
川
郡
内
か
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
来
賓
祝
辞
に
続
き
、

防
犯
川
柳
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
者
の
表
彰
や
、
二
本
松
市
の
真

行
寺
住
職
と
石
川
警
察
署
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
最
後
に
石
川

地
方
地
域
安
全
宣
言
が
全
員
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
村
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
省
略
〕�

【
俳
句
の
部
】�

▼
優
秀
賞
＝
小
林
ハ
ツ
ヨ
（
竜
崎
）�

　
　
　
　
　
竹
林
　
　
仁
（
川
辺
）�

　
　
　
　
　
曲
山
喜
代
子
（
蒜
生
）�

▼
佳
　
作
＝
竹
林
　
　
仁
（
川
辺
）�

　
　
　
　
　
眞
弓
　
政
典
（
蒜
生
）�

【
川
柳
の
部
】�

▼
最
優
秀
賞
＝
眞
弓
政
典
（
蒜
生
）�

▼
優
秀
賞
　
＝
真
弓
幸
子
（
蒜
生
）�

　
　
　
　
　
猪
原
只
光（
南
須
釜
）�

▼
佳
　
作
＝
曲
山
喜
代
子（
蒜
生
）�

　
　
　
　
　
角
田
　
　
照
（
中
）�

俳句の部代表で受賞する曲山さん�俳句の部代表で受賞する曲山さん� 最優秀賞受賞の眞弓政典さん最優秀賞受賞の眞弓政典さん�最優秀賞受賞の眞弓政典さん�
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子
育
て
を
支
援
し
ま
す�

　
10
月
11
日
に
、
今
年
度
上
半
期
の
誕
生

祝
い
金
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
該
当
す
る

６
名
の
皆
さ
ん
に
石
森
春
男
村
長
か
ら
祝

い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
村
で
は
、
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
誕

生
か
ら
祝
い
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
祝
い
金
は
、
第
３
子
に
10
万
円
、

第
４
子
か
ら
は
20
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
該
当
者
は
、
第
３
子
が
４
名
。
第

４
子
、
５
子
が
１
名
づ
つ
で
し
た
。�

�

石森村長から誕生祝い金を贈られた６名の皆さん�

「最後まであきらめないで」�

　11月18日に開催される第19回ふくしま駅伝に出場
する玉川村選手団の結団式が、10月17日『スパーク
玉川』で行われました。�
　式では、26名の選手が一人一人紹介されたあと、
村本部長の石森春男村長が岩谷唯義監督に団旗を手渡
し「自分と仲間を信じ頑張ってください」と激励。最
後に須田仁幸主将（四辻新田：学法石川高3年）が、
力強く決意を述べました。�

「最後まであきらめずタスキをつなぐ」と決意する須田主将�

大きなイモに大喜びの園児たち�

ふくしま駅伝玉川村チーム結団式�

「お芋いっぱい取れたョー!」�
泉保育所・イモ掘り体験�

誕
生
祝
い
金
交
付�

ご
当
地
大
会
で
熱
戦
！�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
か
る�

　
第
５
回
『
こ
ぶ
し
杯
』
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
21
日
、
た
ま
か
わ

文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
石
川
郡
内

の
３
町
村
か
ら
７
チ
ー
ム
（
玉
川
村
４

チ
ー
ム
）
が
出
場
。
熱
戦
の
末
、
南
須

釜
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
が
３
位
に
入
賞
。
優

勝
は
昨
年
に
続
き
下
山
上
バ
レ
ー
ク
ラ

ブ
（
古
殿
町
）
で
し
た
。�

　
大
会
は
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
の

完
成
を
記
念
し
て
始
ま
り
、
毎
年
同
体

育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　実りの秋を迎え、恒例となった泉保育所の『芋掘り
体験』が、10月17日に蒜生・細田地内の畑で行われ
ました。�
　今年も、蒜生の曲山タケノさんが丹精込めて大きく
実らせたサツマイモを、園児らが土だらけになりなが
ら、それでも大喜びで掘っていました。�
　この日は曇り空の肌寒い日でしたが、芋掘りを楽し
む子供たちの元気な声が響き渡っていました。�

熱戦を繰り広げる『小高』対『中』の試合�

　
10
月
21
日
、
玉
川
村
消
防
団
（
阿
部
金

四
郎
団
長
）
の
秋
季
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
訓
練
で
は
、
本
団
幹
部
に
よ
る
村
内
各

屯
所
の
査
察
後
、
団
員
約
２
０
０
名
が
中

地
区
の
中
池
公
園
周
辺
に
集
結
し
、
ホ
ー

ス
中
継
や
放
水
な
ど
の
訓
練
に
、
団
員
ら

が
本
番
同
様
の
緊
張
感
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。�

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

す
。
火
気
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

訓練部長の指導を受け放水訓練を行う消防団員�

　玉川山野草会（溝井良仲会長）恒例の山野草展が

10月20、21の両日、村就業改善センターで開かれま

した。�

　会場には15人の会員から出品されたダイモンジソウ、

リンドウなどの山野草や盆栽約１５０点が展示され、

来場した愛好者らの目を楽しませていました。�
丹精込めた会員の作品が並んだ展示会�

山野草の“芸術”一堂に�
第75回玉川山野草展�

　今年度３回目の村民懇談会が10月30日、川辺公民

館で開かれました。�

　川辺区での懇談会には、田子善治郎区長をはじめ約

15人の区民が出席。村内で唯一１地区１小学校を有

する当地区は他地区にはない有利性があるなどの声や、

村に対する要望など活発に意見が交わされました。�
さまざまな意見や要望が出された懇談会�

 地区の声間近で�
川辺地区村民懇談会�

“万
が
一
”
に
備
え
訓
練�

玉
川
村
消
防
団
秋
季
訓
練�

　
こ
の
ほ
ど
、
福
島
空
港
に
勤
務
す
る
全

日
空
の
職
員
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
空
港

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
福
島

空
港
を
利
用
す
る
方
に
、
気
持
ち
よ
く
訪

れ
て
い
た
だ
こ
う
と
行
な
っ
た
も
の
で
、

６
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
雨
が
降
る
な

ど
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
参
加
者

は
、
空
港
の
駐
車
場
や
周
辺
の
道
路
な
ど

を
ま
わ
っ
て
、
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
な
ど
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
拾
っ
て
い
ま

し
た
。�

ゴミ拾いに参加した皆さん�

き
れ
い
な
空
港
に
な
る
よ
う
に�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾
い�
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“万
が
一
”
に
備
え
訓
練�

玉
川
村
消
防
団
秋
季
訓
練�

　
こ
の
ほ
ど
、
福
島
空
港
に
勤
務
す
る
全

日
空
の
職
員
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
空
港

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
福
島

空
港
を
利
用
す
る
方
に
、
気
持
ち
よ
く
訪

れ
て
い
た
だ
こ
う
と
行
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っ
た
も
の
で
、

６
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
台
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の
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で
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が
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な

ど
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い
に
く
の
天
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で
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が
、
参
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者

は
、
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の
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車
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路
な
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を
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わ
っ
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落
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ゴ
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な
ど
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に
拾
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な
空
港
に
な
る
よ
う
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾
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健康注意報�

　村が、平成１７年度に村内の各小中学校で朝食調査を行った結果、欠食率が小学
校で2.8％、中学校が4.6％、村全体では3.4％でした。全国と比べ高いわけではあ
りませんが、朝食には大切な役割があります。今年度も各学校で朝食調査を行って
いますが、村内の小中学校で全員が朝食を食べてきた月はまだ１度もありません。�

◆太りたくない人・健康になりたい人・やせたい人・１日3回きちんと食べることから始めましょう。�

�
　体を目覚めさせる。�
　睡眠とともに体温や生理機能が低下し、起きる直前が最も低くなりその状態で目覚めます。そ
こで朝食をとって、体にエネルギーを補給。体温を上昇させ、生理機能を活発化させます。�

　脳の働きを活発にする。�
　脳自体ではエネルギーを作ることや保存することはできません。そのうえ、小さい割りにたく
さんのエネルギーを必要とします。�
　脳のエネルギー源となる血液中のブドウ糖は、炭水化物（おもに主食となるもの：ごはん、麺類、
パンなど）から作られます。脳を元気にして学習効果を高めるため、朝食をとりましょう。�
　昼までの活動エネルギーを供給する。�
　朝食は、脳の活動を活発化させるだけでなく、体温を上昇させたり生理機能を整え
たりと、体を動かすためのエネルギーとしても重要です。学校生活を快適に過
ごすためにも、また、元気に働くためにも朝食は欠かせません。�
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公　民　館�

（文化体育館）�
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須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

放
送
大
学�

　
４
月
入
学
生
募
集
！�

�

　
放
送
大
学
で
は
平
成
20
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。�

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。�

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
の
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。�

　
働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
退
職
後
の
生
き

が
い
作
り
な
ど
の
目
的
で
、
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。�

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

▼
資
料
請
求
・
問
合
せ
先�

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
０
２
４
―

９
２
１
―

７
４
７
１�

▼
募
集
期
間�

　
12
月
15
日
〜
２
月
29
日�

平
成
　
年
度
入
札
参
加�

資
格
審
査
申
請
（
追
加�

受
付
）
に
つ
い
て�

�

　
玉
川
村
で
は
、
次
に
よ
り
平
成

20
年
度
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
（
追
加
受
付
）
の
手
続
き
を
行

い
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。�

▼
受
付
期
間�

　
　
12
月
10
日
〜
12
月
21
日�

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）�

▼
受
付
時
間�

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時�

▼
提
出
方
法�

　
持
参
ま
た
は
郵
送�

▼
適
用
期
間�

　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜�

　
　
　
　
　
平
成
21
年
３
月
31
日�

▼
そ
の
他
く
わ
し
く
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

h
ttp
://w

w
w
.v
ill.tam

ak
aw
a.

fu
k
u
sh
im
a.jp
�

▼
提
出
・
問
合
せ
先�

　
玉
川
村
総
務
課
　
57
―

４
６
２
１�

�

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催�

�

　
正
社
員
と
し
て
就
職
を
希
望
す

る
　
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
、
　
35
歳�

未
満
の
若
年
者
（
新
規
学
卒
者
を

除
く
）
を
対
象
に
、
正
社
員
を
雇

用
す
る
県
内
の
事
業
所
と
の
就
職�

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
名
　
称
　�

　
フ
リ
ー
タ
ー
・
若
年
者
の
就
職�

　
支
援
合
同
企
業
説
明
会�

▼
開
催
日
時
・
場
所�

　
１
月
18
日
（
金
）
13
時
〜
16
時�

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま�

▼
主
　
催�

　
福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会�

▼
そ
の
他�

　
　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。�

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
な

　
　
ど
も
設
け
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先�

　
福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会�

　
雇
用
支
援
室�

　
　
０
２
４
―

５
２
８
―

１
２
８
３�

　�

�

学
生
の
皆
さ
ん
へ�

大
卒
等
就
職
面
接
会
開
催

　
　
　�

　
20
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒

業
予
定
の
方
、
今
年
３
月
に
こ
れ

ら
の
学
校
等
を
卒
業
後
、
現
在
も�

未
就
職
の
方
を
対
象
に
、
県
内
１

５
０
事
業
所
と
の
就
職
面
接
会
を�

開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時
・
場
所�

　
11
月
28
日
（
水
）
13
時
〜
16
時�

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま�

▼
主
　
催�

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
・
県�

▼
そ
の
他�

　
　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
お�

　
　
気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先�

　
郡
山
公
共
職
業
安
定
所�

　
　
０
２
４
―

９
４
２
―

８
６
０
９�

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業�

　
安
定
課�

　
　
０
２
４
―

５
２
８
―

０
３
６
６�

玉川ソフトスポ少� 玉川一小マラソン大会�泉保育所いも堀体験�

20
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催�

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
・
県�

▼
そ
の
他�

　
　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
お�

　
　
気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先�

　
郡
山
公
共
職
業
安
定
所�

　
　
０
２
４
―

９
４
２
―

８
６
０
９�

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業�

　
安
定
課�

　
　
０
２
４
―

５
２
８
―

０
３
６
６�

玉川ソフトスポ少� 玉川一小マラソン大会�泉保育所いも堀体験�
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�

個
人
事
業
税�

　
　
納
期
の
お
知
ら
せ�

�

　
個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
第
２
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
（
金
）
と
な
り

ま
す
の
で
、
県
中
地
方
振
興
局
県

税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に

よ
り
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
な
お
、
口
座
振
替
の
方
に
も｢

納

期
の
お
知
ら
せ｣

を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
預
金
口
座
の
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
来
年
度
以
後
新
た
に
口

座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県

中
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先�

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―

１
２
５
１�

�

自
衛
官
採
用
試
験
の�

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ�

�

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
自
衛
隊�

生
徒
及
び
２
等
陸
・
海
・
空
士
の�

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

【
自
衛
隊
生
徒
】�

◇
応
募
資
格
　
20
年
４
月
１
日
現�

　
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者�

　
で
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等�

　
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者�

◇
受
付
期
間
　
19
年
11
月
１
日（
木
）

　
〜
20
年
１
月
８
日
（
火
）�

◇
試
験
日
　
20
年
１
月
12
日
（
土
）�

◇
試
験
場
所
　
白
河
市
職
業
訓
練�

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー�

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】�

◇
受
付
期
間
　
10
月
23
日（
火
）〜�

　
11
月
22
日
（
木
）�

◇
試
験
日
　
11
月
25
日
（
日
）�

◇
試
験
場
所:

陸
上
自
衛
隊
郡
山�

　
駐
屯
地
（
郡
山
市
大
槻
町
）�

▼
問
合
せ
先�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
　
０
２
４
８
―

２
４
―

０
３
７
２�
��

福
島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ�

　
　
　
運
航
に
つ
い
て�

�

　
福
島
県
で
は
、
県
内
の
救
急
患

者
の
治
療
開
始
ま
で
の
時
間
や
搬

送
時
間
を
短
縮
し
救
命
率
の
向
上

を
図
る
た
め
、
平
成
20
年
１
月
の�

県
立
医
科
大
学
付
属
病
院
へ
の
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
開
設
に
併
せ
、�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。�

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
概
要�

・
運
航
日
時:

毎
日
、
原
則
と
し

　
て
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時�

・
出
動
要
請:

消
防
機
関
か
ら
の�

　
要
請
に
よ
る
。�

・
離
着
陸
　
原
則
と
し
て
事
前
に

　
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ

　
た
公
園
や
運
動
場
等
で
す
。�

・
患
者
の
費
用
負
担
　
ヘ
リ
に
よ

　
る
搬
送
費
用
は
無
料
で
す
。�

▼
問
合
せ
先�

　
福
島
県
健
康
衛
生
領
域
医
療
看�

　
護
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

７
２
２
１�

��

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制

抑
留
者
・
引
揚
者
の
皆
様

へ『
特
別
慰
労
品
』贈
呈�

�

　
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制�

抑
留
者
、
外
地
等
か
ら
の
引
揚
者�

の
「
ご
本
人
」
に
、
あ
ら
た
め
て�

内
閣
総
理
大
臣
名
の
『
特
別
慰
労

品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。�

　
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
等
を
受
け
ら
れ
た
方
及
び
未
請

求
で
あ
っ
た
方
も
対
象
で
す
。�

▼
請
求
書
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

　
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先�

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業�

　
特
別
基
金�

　
﹇
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
﹈
０
１

２
０
ー

２
３
４
ー

９
３
３
（
月
〜

金
　
９
時
15
分
か
ら
17
時
15
分
）�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w
w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp

　�

�

卓
球
大
会
参
加
者
募
集�

�

　
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ（
塩
沢
正
勝
会

長
）
で
は
、
次
に
よ
り
第
24
回
玉

川
村
民
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
開
催
日
時�

　
12
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
〜�

▼
開
催
場
所�

　
玉
川
村
体
育
セ
ン
タ
ー（
南
須
釜
）�

▼
種
目�

　
【
小
学
生
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス�

　
【
一
般
の
部
】
男
女
シ
ン
グ
ル

　
　
ス
及
び
ダ
ブ
ル
ス�

▼
参
加
資
格�

　
村
内
に
お
住
ま
い
の
方
及
び
村

　
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
。�

▼
申
込
期
限�

　
11
月
29
日
（
木
）
ま
で�

▼
申
込
先�

　
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
会
長
（
　
57
ー�

　
３
９
０
７
）
ま
た
は
玉
川
村
公

　
民
館
へ�

～いずみ幼稚園“お祭りごっこ”より～�～泉保育所いも煮会より～�

《事業主のみなさまへ》�

★　働く人と家族を支える労
働保険（労災保険・雇用保険）
の加入はお済ですか？�

★　福島県内で働く全ての労
働者（臨時、アルバイト等を
含む）に適用される福島県
最低賃金が、10月19日から
時給629円に変わりました。�
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寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

小 高 �

神奈川県�

竜 崎 �

様�

様�

様�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

蒜　　生�

小　　高�

〃�

�

松 谷 豊 泰 �

溝 井 保 三 �

矢 吹 綾 子 �

昇�

保　三�

卓　哉�

（10月届出分）�

（10月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

中�

岩 法 寺�

竜　　崎�

〃�

南 須 釜�

〃�

〃�

〃�

〃�

関 根 拓 海 �

大 木 　 颯 �

小　林　紗耶香�

二 瓶 太 一 �

安 部 太 晴 �

小豆畑　優　姫�

大川内　莉　央�

小 原 武 大 �

塩 澤 瑞 希 �

正　俊�

優　一�

達　也�

満�

祐　樹�

宏　和�

貞　広�

拓　也�

和　幸�

11月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 0 5  戸 �

7 , 4 7 5  人 �

3 , 7 1 2  人 �

3 , 7 6 3  人 �

（－ 1 戸 ）�

（－ 4 人 ）�

（－ 4 人 ）�

（± 0 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

　成人識別たばこ自販機では成人のみに発行さ
れる『タスポ』（たばこ専用のＩCカード）を
使わないと自販機からのタバコ購入ができなく
なります。�
　『タスポ』は、申込時にお客様が成人である
ことをしっかりと確認・審査したうえで発行さ
れ、タバコ購入の際、自販機にタッチさせるこ
とで成人識別を行います。�
　成人喫煙者にはご面倒をおかけしますが、未
成年者の喫煙防止のためご協力をお願いします。�
　　�
「タスポ」（カード）申込書は…�
　・最寄のタバコ販売店に備付けております。�
　・インターネット上でもダウンロード可能。�
「タスポ｣申込開始時期は…�
　・福島県などのエリアは20年２月から申込受
　　付けとなります。�
「タスポ」申込後のお届けは…�
　・約２週間で、郵送で届けられます。�
◆問合せ先�
　須賀川たばこ販売協同組合�
　　０２４８－７６－１４０１�
�

脱穀風景（南須釜地内にて）�「落ち葉のプール開き」�

平成平成20年5月からＩCカード式�
成人識別自販機が稼動開始成人識別自販機が稼動開始されます！�
平成20年5月からＩCカード式�

成人識別自販機が稼動開始されます！�

未成年者喫煙防止のため�
｢たばこ自販機｣が変わります。�

ご存知ですか! 『Sマーク』�
　大臣認可の約款に従って営業す
ることを登録した美容店・理容店・
クリーニング店・めん類飲食店・
一般飲食店で掲示。�

〈ICカード〉�

厚生労働大臣認可�
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個
人
事
業
税�

　
　
納
期
の
お
知
ら
せ�

�

　
個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
第
２
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
（
金
）
と
な
り

ま
す
の
で
、
県
中
地
方
振
興
局
県

税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に

よ
り
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
な
お
、
口
座
振
替
の
方
に
も｢

納

期
の
お
知
ら
せ｣

を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
預
金
口
座
の
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
来
年
度
以
後
新
た
に
口

座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県

中
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先�

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―
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２
５
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�

自
衛
官
採
用
試
験
の�

　
　
　
　
　
お
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せ�

�

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
自
衛
隊�

生
徒
及
び
２
等
陸
・
海
・
空
士
の�

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

【
自
衛
隊
生
徒
】�

◇
応
募
資
格
　
20
年
４
月
１
日
現�

　
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者�

　
で
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等�

　
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者�

◇
受
付
期
間
　
19
年
11
月
１
日（
木
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〜
20
年
１
月
８
日
（
火
）�

◇
試
験
日
　
20
年
１
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12
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（
土
）�

◇
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場
所
　
白
河
市
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業
訓
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・
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始
ま
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の
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時
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率
の
向
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を
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成
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５
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川
卓
球
ク
ラ
ブ（
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沢
正
勝
会

長
）
で
は
、
次
に
よ
り
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回
玉

川
村
民
卓
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大
会
を
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し
ま
す
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ご
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加
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だ
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い
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▼
開
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日
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12
月
９
日
（
日
）
午
前
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時
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▼
開
催
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玉
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育
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タ
ー（
南
須
釜
）�

▼
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【
小
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生
の
部
】
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般
の
部
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男
女
シ
ン
グ
ル

　
　
ス
及
び
ダ
ブ
ル
ス�

▼
参
加
資
格�

　
村
内
に
お
住
ま
い
の
方
及
び
村

　
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
。�

▼
申
込
期
限�

　
11
月
29
日
（
木
）
ま
で�

▼
申
込
先�

　
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
会
長
（
　
57
ー�

　
３
９
０
７
）
ま
た
は
玉
川
村
公

　
民
館
へ�

～いずみ幼稚園“お祭りごっこ”より～�～泉保育所いも煮会より～�

《事業主のみなさまへ》�

★　働く人と家族を支える労
働保険（労災保険・雇用保険）
の加入はお済ですか？�

★　福島県内で働く全ての労
働者（臨時、アルバイト等を
含む）に適用される福島県
最低賃金が、10月19日から
時給629円に変わりました。�

広報たまかわ　平成19年11月�
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寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

小 高 �

神奈川県�

竜 崎 �

様�

様�

様�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

蒜　　生�

小　　高�

〃�

�

松 谷 豊 泰 �

溝 井 保 三 �

矢 吹 綾 子 �

昇�

保　三�

卓　哉�

（10月届出分）�

（10月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

中�

岩 法 寺�

竜　　崎�

〃�

南 須 釜�

〃�

〃�

〃�

〃�

関 根 拓 海 �

大 木 　 颯 �

小　林　紗耶香�

二 瓶 太 一 �

安 部 太 晴 �

小豆畑　優　姫�

大川内　莉　央�

小 原 武 大 �

塩 澤 瑞 希 �

正　俊�

優　一�

達　也�

満�

祐　樹�

宏　和�

貞　広�

拓　也�

和　幸�

11月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 0 5  戸 �

7 , 4 7 5  人 �

3 , 7 1 2  人 �

3 , 7 6 3  人 �

（－ 1 戸 ）�

（－ 4 人 ）�

（－ 4 人 ）�

（± 0 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

　成人識別たばこ自販機では成人のみに発行さ
れる『タスポ』（たばこ専用のＩCカード）を
使わないと自販機からのタバコ購入ができなく
なります。�
　『タスポ』は、申込時にお客様が成人である
ことをしっかりと確認・審査したうえで発行さ
れ、タバコ購入の際、自販機にタッチさせるこ
とで成人識別を行います。�
　成人喫煙者にはご面倒をおかけしますが、未
成年者の喫煙防止のためご協力をお願いします。�
　　�
「タスポ」（カード）申込書は…�
　・最寄のタバコ販売店に備付けております。�
　・インターネット上でもダウンロード可能。�
「タスポ｣申込開始時期は…�
　・福島県などのエリアは20年２月から申込受
　　付けとなります。�
「タスポ」申込後のお届けは…�
　・約２週間で、郵送で届けられます。�
◆問合せ先�
　須賀川たばこ販売協同組合�
　　０２４８－７６－１４０１�
�

脱穀風景（南須釜地内にて）�「落ち葉のプール開き」�

平成平成20年5月からＩCカード式�
成人識別自販機が稼動開始成人識別自販機が稼動開始されます！�
平成20年5月からＩCカード式�

成人識別自販機が稼動開始されます！�

未成年者喫煙防止のため�
｢たばこ自販機｣が変わります。�

ご存知ですか! 『Sマーク』�
　大臣認可の約款に従って営業す
ることを登録した美容店・理容店・
クリーニング店・めん類飲食店・
一般飲食店で掲示。�

〈ICカード〉�

厚生労働大臣認可�



�

�

　吉区の吉鹿島神社は、1659年に上の前地内への遷宮以来、
長い間風雪にさらされてきましたが、『あぶくま高原道路』
の建設にともない、240年ぶりとなる本殿と幣殿・拝殿など
を全面的に改築し、先頃完成式と祝賀会が行われ、新しくなっ
た神社の完成を祝い合いました。�
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